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衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
経
済
再
生
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
答
弁
書
（
令
和
三
年
一
月
二
十
九
日
内
閣
衆
質
二
○
四
第
八
号
）
四
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
「
特
別
定
額
給

付
金
を
、
再
度
給
付
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
の
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

「
国
民
の
経
済
的
回
復
を
図
る
た
め
に
、
一
体
ど
の
よ
う
な
方
策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、

当
面
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
感
染
症
の
厳
し
い
経
済
的
な
影

響
に
対
し
、
引
き
続
き
、
重
点
的
・
効
果
的
な
支
援
策
を
躊
躇

ち
ゅ
う
ち
ょ

な
く
講
じ
、
事
業
の
継
続
と
雇
用
の
確
保
及
び
生
活
の
下
支

え
に
万
全
を
期
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
感
染
状
況
や
経
済
的
な
影
響
を
注
視
し
、
状
況
に
応
じ
て
、
令
和
三
年

度
一
般
会
計
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
予
備
費
の
活
用
に
よ
り
臨
機
応
変
に
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
と
と
も

に
、
我
が
国
経
済
の
自
律
的
な
経
済
成
長
に
向
け
て
、
躊
躇
な
く
機
動
的
な
マ
ク
ロ
経
済
政
策
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
消
費
税
」
に
つ
い
て
は
、
急
速
な
高
齢
化
を
背
景
に
社
会
保
障
給
付
費
が
大
き
く
増
大
す
る
中
で
、
国
民
が

広
く
受
益
す
る
社
会
保
障
に
係
る
費
用
を
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
広
く
公
平
に
分
か
ち
合
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
社
会
保
障
の
財

源
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
消
費
税
率
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 


